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遺体が芸術になるとき
医学博物館が拡張する「芸術」と医学教育の倫理

小森真樹

Masaki Komori

When Human Remains Become Art:
Broadening the Concept of Art 
and Educational Ethics in Medical 
Museums

抄　録

本稿は、全米初の医学博物館ムター・ミュージアムが実施してきた、アルスメディカ

（＝医学に関わる芸術）事業に関する歴史的考察である。同館の目的が「研究」から「教

育」へと変化する過程では、「医学芸術」が娯楽的な魅力を演出する教育上の有効な手段

になる一方で、遺体の展示公開や商用利用という倫理的課題が生じた。考察を通じて、

ミュージアムとは、モノの芸術的価値を担保して芸術概念を拡張し、また社会の倫理規

範を制御する装置であると結論づけた。

Summary

This paper examines the history of the ars medica collections and exhibitions at Mütter Museum 
in Philadelphia, Pennsylvania, the first medical museum in the United States. As the museum 
transformed from a research institute to an educational facility, medical art projects have been 
not only an effective way to make the museum’s medical collections more accessible but also 
obstacles that have led to criticism of the museum’s treatment of collections, such as publicly 
displaying human remains as artworks and utilizing specimens as commercial resources. The 
paper clarifies that museums could broaden the concept of art by building and exhibiting their 
collections and also make a significant role in establishing social norms and ethics in society.
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“気味が悪いほど勉強になる”私たちの世界へご招待をいたします。
We invite you to explore our world and become Disturbingly Informed.

ムター・ミュージアム公式キャッチコピー

はじめに

西洋近代に生まれたモダニズムを一つの芸術の起源として語る主流の美術史、所謂

「近代美術史」の系譜においては、1970年代にニューアートヒストリーと呼ばれる自
己批判的なモードが胎動した。1990年代には多文化主義の潮流のなかで、芸術に関
する研究は、文化研究等の隣接領域との合流を経て、従来「芸術家」の範疇には入ら

なかったり看過ごされたりしてきた対象─例えば、女性や非西洋の表現者や美術教

育制度の未就学者等─を「発見」し続けてきた。*1並行して、美術館や国際美術展にお

いてはこれらの芸術論に呼応したコンセプトで展示が企画されてきた。*2即ち、言説と

実践の両面で「芸術」の概念が拡張してきたのである。

これは、ミュージアムにおいて一種の「境界」が再編成されているのだと見なすこ

とができる。文化批評家のジェイムズ・クリフォードは、モノの意味がミュージアム

の種別に従って変化するという芸術＝文化システム論を提唱した。民族学博物館で

「文化の器物」であったものがひとたび美術館に持ち込まれると「芸術」に成る。つま

り、ミュージアムはモノという「テクスト」に意味を与える「コンテクスト」の空間な

のであり、そのコンテクストは特定の時空間にのみ成立した文化的・社会的な構築物

だというのである。*3

ここで芸術概念とミュージアム双方の「境界」がいかに関係しているのかと考えた

とき、次のような問いが生起されよう。美術館でなく「博物館」にあるモノはいかに

して「芸術」と成り得るのか。芸術概念の拡張と境界再編の過程でミュージアムとい

う制度はいかなる役割を果たすのか。ミュージアムや芸術研究がかつて特権を与えた

「美術」は、今や周辺領域に何をもたらしているのか。

本論文では、ミュージアムがモノに意味を与えて分別の境界を引くという視座を念

頭において、芸術と医学を共に扱う博物館の歴史を辿ることによって、上記の問いに

答えていきたい。

*1 Vernon Hyde Minor, Art History’s History, 2nd ed., 
(Prentice Hall, 2001).

*2 具体例には枚挙に暇がないが、フィラデルフィア美
術館の「メキシコのモダニズム」展（2016）のよう
に「近代美術」の各地への拡がりを検証するもの、
ヴェネツィアビエンナーレやあいちトリエンナーレ

（2019）のように作家男女比を同数にするアファー
マティブアクション方式、また、光州ビエンナーレ
（1997）が先駆けとなった一企画内複合型キュレー
ションを挙げておきたい。

*3 James Clifford, The Predicament of Culture, (Harvard 
University Press, 1988), 221.
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事例と分析方法

扱う事例は、全米初の医学博物館であるムター・ミュージアム（以下、ムター）の

活動である。同館は1990年代初頭から、コレクションを「芸術品」として再評価する
活動を本格化する。特に本稿で考察するのは、この活動の背景となったミュージアム

の改組や、後に続くアウトリーチ（普及）事業に見られる娯楽性と商業性である。

時系列的に見れば、同館における「医学コレクションの芸術化＝医学芸術」の実践

は、1970年代の建国二百年記念祭を契機とした街全体での観光推進、及び、1990年
代以降のグッズ開発を含む広報拡大といった二つの事業に挟まれる形でなされた。い

わば新自由主義的な大きなうねりに飲まれていたように見える。本研究は、美術批評

のように芸術を価値づける言説に焦点を当てるのではなく、ミュージアムの歴史をひ

もときながら、「芸術」及び「美術館」の対象の拡大とそれに付随する「娯楽化」や「普

及」のもたらす効果と副産物について、具体的かつ動的に考察する方向を採る。
 

①研究から教育・観光へ─建国二百年祭観光と経営改革

1863年アメリカ合衆国ペンシルベニア州フィラデルフィアに創設されたムターは、
母体組織フィラデルフィア医師協会の医師が共同所有するコレクションに由来し、開

館以来、全米有数の正統な医学博物館として発展してきた。
1970年代以降ムターに大きな変化が訪れることになる。来館者動員に重きをおく
経営的・政治的な要請が内外から起こり運営改革が次々と行われたのである。第一の

契機は、1976年のアメリカ合衆国建国二百年祭である。*4この時、建国期の首都であっ

たフィラデルフィアが歴史文化観光を重点化したことを機に、ムターもまた「アメリ

カ医学誕生の地」として観光施設へと舵を切った。
1975年の同館の改革目的には「過去200年に渡りアメリカ合衆国市民の健康と福祉
の発展に貢献してきた、医学による進歩を顕彰すること」*5とあり、この時の改革は、

専門家の医学に資することを主眼とした従来の性格が、一般に向けた医学教育と社会

的貢献へと公式に変わる転換点となった。

第二の契機は、1992年1月に始まる「三カ年計画」である。*6外部評価機関を取り入れて

運営や広報を見直した経営学的な改革によって、来館者動員が飛躍的に拡大した（図1）。*7

*4 同年、市の観光局が一般向けの出版物で観光地とし
てムターを紹介している。Philadelphia Convention 
and Tourist Bureau, 1974 Official Philadelphia Visitor 
and Convention Guide (Visitor and Convention Publi-
cations, 1974).

*5 A Reform Plan, March 18, 1975, College of Physicians 
of Philadelphia(CPP) 7/004-01, Box 23, Folder 5. Col-
lection of Mütter Museum Records(MMR), Histori-
cal Medical Library of College of Physicians of Phila-
delphia.これ以降、文書資料は全てHistorical Medical 
Library of College of Physicians of Philadelphia所蔵。

*6 Governance Handbook, 1993-1995, CPP 9/001-01, 
Box 44, Folder 4, College of Physicians of Philadelphia 
Executive Director Records(EDR).

*7 Annual Report, CPP Box 28, 6, Transactions and 
Studies of the College of Physicians of Philadelphia 
(1959-2002); Subseries B. Visitor Records, 1887-1985, 
CPP 10/007-02, Box18, Folder1-6, Box19, Folder1-6; 
Box20, Folder 1-9, Box 23, Folder 5, MMR; Museum 
Admissions Statistics, 1997-1998, CPP 9/001-01, Box 
47, Folder 3, EDR.
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報告書によれば、広告を兼ねたカレンダー販売がこれに貢献したという。*8来館者は順

調に延び続け、1997年には2万4千人を突破し、2004年には米公共放送が「無名の医
学博物館から世界的に名を轟かす博物館へ」と報じる程の評判を得た。*9その後も2010
年に12万人、2017年には18万人と拡大を続け、2018年には施設面積を倍増する計画
も発表された。*101970年代に始まる運営改革の結果、高度に専門的な医学博物館であっ
たムターは文化観光施設として変容を遂げ、一般社会に根を下ろし益々の発展を続け

ている。

②「医学」から「芸術」へ─医学芸術という言説と展示の系譜

様々な方法で改革は進められたが、その中核には人体を含む医学資料を「芸術品」

として評価して鑑賞価値を高める事業があった。これは「アメリカ市民」を対象とし

た医学教育という、改革ミッションの流れにもある。その芸術事業は以下の四種に大

別できる。

図1.  断続的な記録しか残存しないため、註7に示した帳簿、年次報告、事業計画書等から年間来館者
数の推移を部分的に割り出した。

*8 Mutter Museum Calendar 1997, CPP 9/001-01, Box 
49, Folder 13, Executive Director Records.

*9 Fresh Air, “Gretchen Worden, Mütter Museum Direc-
tor, Dies,” NPR, August 6, 2004.

*10 Stephan Salisbury, “Mutter Museum Plans to Double 
Space and Create Endowed Programs and Staff Posi-
tions,” The Inquirer Daily News Philly.com, September 
13, 2018.
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A） 代表的なコレクションの選出

B） ディスプレーによる芸術性の演出

C） 医学コレクションによる芸術展

D） 芸術家とのコラボレーション

その詳細は別稿で論じたため、*11ここではそのほかのミュージアム・展覧会も含め

て「医学芸術（ars medica／アルスメディカ）」に関する収集・展示を見渡すことで、ム
ターの活動を展示史に位置づける事としたい。

医学を主題に芸術を制作したり、医学資料の芸術性を評価する試みは、ミュージア

ム一般においても「医学芸術」の名で範疇化されてきた。*12その嚆矢となったのは、フィ

ラデルフィア美術館である。1948年に収集を始め、*131952年「医学芸術」の名でコレク
ションを形成、1968年には研究所を創設した。1976年には出版物を中心に全137点を
展示公開し、欧州へも巡回した。*14この後、医学芸術に主眼を置いた展覧会は欧州各

地でも活発に開催されるようになる。ウィーン市歴史博物館でのウンダーブロック展

（1989年）、*15フィレンツェ、パリ、マドリードを巡回したファブリカ・デル・ペンシエ

ロ展（1989～1993年）、*16パリのグラン・パレにおけるラメ・オー・コープ展（1993年）
*17等である。この経緯に見られるように、評価が「美術館」で先行した事は重要な意

味を持つ。既に美術史上高い地位を確立している美術館が医学資料の美的価値を認め

たことで、ムターは一種の後ろ盾を得て、医学「美術館」として展開しやすくなった

といえる。

そして、ムターが全米そして世界に名だたる存在となった後には、その「医学芸

術」が逆に一級の美術館で展示されるようにもなる。2010年にはクリーブランド美
術館でムターのコレクションと現代美術家が協働するアナトミア・エステティカ展が

開かれた。*18クリフォードに倣って言えば、こうした過程を経て「医学的器物（medical 
artifact）」は「芸術（art）」へと変容したのである。

③「芸術」を「娯楽」に─ミュージアムが生む誤解と倫理

ムターでは、観光都市開発の国家プロジェクトを契機に一般公開へと舵を切ったの

ち、アウトリーチ事業の中で医学資料が「芸術」として価値づけられた。芸術化があ

*11 小森真樹「芸術化する医学博物館̶フィラデル
フィア医師協会ムター博物館における改革」『展示
学』54、2017、62-71。

*12 「医療芸術」については以下のシリーズを参照。Mi-
chel Feher et al, eds., ZONE3: Fragments for a History 
of the Human Body, Part 1-3 (Zone Books, 1989).

*13 William H. Helfand and John Ittmann, “The Ars Med-
ica Collection at the Philadelphia Museum of Art,” Ann 
Intern Med., 133, no.1 (2000): 76-79.

*14 Philadelphia Museum Art, “Ars Medica (October 22, 
1976-January 2, 1977),” Philadelphia Museum Art.

*15 Jean Clair et al., Wunderblock: Eine Geschichte der mod-
ernen Seele (Löcker Verlag 1989).

*16 詳細な巡回情報は以下。 “Temporary Exhibitions,” 
Museo Galileo, http://www.museogalileo.it/en/ex-
plore/exhibitions/pastexhibitions/millofthought.html. 

*17 ウンダーブロックの後続展。共にヴェネツィア・ビ
エンナーレ監督も務めたジャン・クレールの企画。
Jean Clair et al., L’âme au corps: arts et sciences, 1793-
1993, (Réunion des Musées Nationaux 1994).  

*18 Steven Litt, “‘Anatomica Aesthetica’ Exhibition at 
Cleveland Institute of Art Mixes Shock and Awe,” 
Cleveland.com, December 10, 2010.
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くまで一般への医学教育のためとされる歴史的由来・指向性からして、商業主義的な

傾斜は避けられなかった。市民の啓蒙を目指す理念に後押しされ、普及を旨とした来

館促進広報やグッズ開発が実施された。この過程で「芸術」は「娯楽（attraction）」に
も成っていくのである。

まず建国二百年祭の改革では、来館者の視点が重視され展示が見直された。1976
年はほぼ毎月講演を実施、観賞ガイドも教育して観光客を迎えた。*19既に1971年には
来館者の鑑賞を主眼においたリニューアルが計画され、1977年10月に展示室が一新
した。*20

契機としてのカレンダー開発

1990年代にはコレクションを活用したグッズの開発と販売が始まった。1993年の
カレンダーはその嚆矢かつ牽引役である。医学芸術事業と共に、学芸員グレッチェ

ン・ウーデンの主導下で進められ、2004年に彼女が逝去・引退した後は更なる娯楽
化路線が強まった。

ウーデンの盟友で共同企画者の編集者ローラ・リンドグレン*21が当時を回想すると

ころによれば、*22当初のカレンダー開発においてはマーケティング意識は薄く、後に大

掛かりな商品開発に結びつくとは全く想像していなかったのだという。写真作家と協

働展を行った事で写真作品をカレンダーにする企画が生まれ、これを少部数販売した

結果思わぬ大きな反響を得た。宣伝として効果的なのではないかという流れになり、

毎年恒例の事業となった。その経緯を聞くに、当初は普及事業としても素朴なもので

ある。

しかし、一度多くの人々に知られると変化が起こる。人体展やその芸術について、

一種の怖いもの見たさや好奇の眼差し、異形への畏怖といった評判が高まると共に、

公式にも「醜いが、恐るべき美しさ」*23等とそれら社会の求めるイメージを追随した。

報道・批評による語りと芸術事業を媒介として、「恐怖の館」に「医学的な異形」*24を

求め押し寄せる人々の波が肥大化したのである。遂には、こうしたファン層に向けて

グッズ開発が大々的に行われる事になる。

アイコン化とグッズ

グッズにも様々なものがあるが、先の分類A）に示した、ムターを代表するコレク
ションを選びアイコンにしていたものを元に開発がなされた。写真1は、ポップにデ

*19 “Outline of Guide Presentation,” MMR s, CPP 7/004-
01, Box21, Folder7; “Suggested Reading List for Bi-
centennial Guide,” MMR, CPP 7/004-01, Box21, 
Folder7; “(1975-1980) Bicentennial Guide Train-
ing Sessions,” MMR, CPP 7/004-01, Box21, Folder7; 
“Event Calendar,” MMR, CPP 7/004-01, Box10, Fold-
er7-8.

*20 “Renovation Plans, 1971-1979, October 1977,” CPP 
10/007-02, Box 23, Folder 5, MMR.

*21 カレンダー事業は、1993～2012年に11回の広報デ
ザインや編集を担った彼女の起案。College of Physi-
cians of Philadelphia, Mütter Museum Calendar, 1994; 
Laura Lindgren, email to author, March 18, 2019.

*22 Laura Lindgren, email to author, November 1, 2016.
*23 Gretchen Worden, Mütter Museum (Blast Books 2002), 

8.
*24 Margit Detweiler, “Not With My Mütter, You Don’t,” 

Philadelphia City Paper, July 19/25, 1996.
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ザインされた結合双生児（所謂シャム双生児）の「クッキー型」とデザイン元の検体で

ある。この他、Tシャツ、パーカー、トートバック、ポスターにも使われている。（注
射器型の）ペン、マグネットやキーチェーンといった定番の土産物も発売された。こ

こにおいて、病に伏してその生を終えた奇形や難病の人々の亡骸は、遂には権威ある

医学博物館に収められ、時にデフォルメされてアイコン化されることで商品としての

「再生」を果している。

写真2は、また別のハイライト展示、肥大化した大腸（メガコロン）をモチーフにし
たキャラクターのぬいぐるみである。肥大性結腸症と呼ばれ最大直径76センチまで膨
れ上がった病症である。生前は19世紀末に20代の青年が保持していたもので、彼は
20歳の時「空気袋」や「風船男」の名でダイム・ミュージアムで見世物にされていた。
これらを完治する術が確立したのは1940年頃である。展示物の写真は葉書にもデザ

上： 写真1. オリジナルグッズ結合双生児シリーズのクッキー型とデザイン元
となった検体。右の写真は展覧会および発売初年の 1995年カレンダー
にも使われたもの。筆者撮影 2016年8月15日。

　　College of Physicians of Philadelphia, Mütter Museum Calendar, 1994.
下： 写真2. メガコロンシリーズのポストカードとぬいぐるみ。
　　“Mega Colon Postcard”; “Mega Colon Plush,” muttermuseumstore.org
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インされている。

「ソープレディ」とは、死後埋葬された土の中で全身の脂分が堆積した女性の遺体

であり、検体・展示物として与えられた名である。アルカリ成分、温度、真空状態が

相まって屍ろうと呼ばれる脂分が包んだことで遺体は風化せずミイラ化し、1875年
にフィラデルフィア墓地で発掘された。ムターの開館から僅か10年余りの頃のことで
ある。写真3は、それを石鹸＝ソープとしてデザインしたシリーズである。当初、こ
の遺体は、よく知られた1790年代の黄熱病の流行時に亡くなったものと考えられて
いたが、1980年代にX線スキャンされ、女性の衣服のボタンやピンが1830年代以降
のものと判明した。2007年にはX線技術の更なる向上により、40歳代と思われてき
た女性が20代だったと分かり、アイコンイメージが大きく変更されるに至った。

 写真3. ソープレディと「ソープレディ・ハンドソープ」。
“Exhibitions: The Soap Lady”, muttermuseum.org; “Soap Lady Hand Soap,” muttermuseumstore.org
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ウェブ上に公開される人体

近年では、ムターの情報はSNSを通して活発に発信されている。*25展示室での撮影

は全面的に禁止されているが、*262015年からはロビーに巨人の骨のコレクション写真を
実寸大で印刷したポップアップを作り、ハッシュタグ#muttermuseumを掲示して積
極的な写真のオンライン投稿を促している（写真4）。この背景には、ミュージアム一般

でハッシュタグやSNSの広報利用が叫ばれ始めたことがある。*27公式サイトでは学芸員

アンナ・ドーディが解説動画を頻繁に発信しており、公式のインスタグラム、フェイ

スブック、ツイッターアカウントも連動している。写真5はハッシュタグ#muttermu-
seumでインスタグラムにアップされた「結合性双生児クッキー」の写真である。併設
するミュージアムショップの他、近年ではインターネットでのグッズ販売も充実して

いる（写真6）。

新型コロナウイルス感染拡大を受け、2020年3月以降ウェブ上での発信・広報は更
に充実することとなった。東海岸の大都市であるフィラデルフィアは全米でも感染拡

*25 公式サイトにはコレクション紹介特集「Memento 
Mütter（ムターを想え）」が公開された。箴言「メメ
ントモリ（死を想え）」の言葉遊びである。“Memento 
Mütter,” http://memento.muttermuseum.org/detail/
giant-megacolon.  

*26 展示室での撮影は以前より禁止されてきたがその理
由について説明はなかった。明確な時期は定かでは

ないが2017年2月5日から2019年2月10日の或る時
点で、「遺体の遺族に配慮するため」とキャプション
に掲げられた事をここに記録しておきたい。フィー
ルドノート、2019年2月10日。

*27 2016年アメリカ博物館連合年次大会の広報分科会の
主題は、SNSの活用であった。以下の報告書も参照。
Alliance of American Museums, TrendsWatch (Alliance 
of American Museums, 2016). 

 写真4. 館内の撮影可能なスポット。インスタグラムのアイコンに
ハッシュタグ#MÜTTERGIANTが掲示されている。筆者撮影2016
年8月17日。
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大が早く、ムターも3月13日から7月18日まで臨時閉館した。*281918年同地で未曾有の
死者を出した所謂「スペイン風邪」等感染症に関するテーマを主軸に、バーチャルツ

アーやSNS等ウェブコンテンツを拡充した。また、ペストやマスク等新たなアイコン
やグッズも開発し（写真7・8）、コロナ義援金のキャンペーンを打った（写真9）。展示を再開

した後も引き続き、感染症教育を重点化している（写真10）。

ムターが医学芸術の娯楽化を進めた活動は次のように総括できる。市と同館の観光

*28 本稿執筆時点の2020年11月のアメリカでは未だに
感染収束の見込みが薄く、フィラデルフィアでは公
式に11月末から1月にかけて都市封鎖が宣言され、
ムターも再び閉館している。Trang Do, “Museum-
goers Getting Final Visits In Before Philadelphia Mu-

seums Close Doors Due To COVID-19 Restrictions,” 
CBS Philly, Novenber 17 2020,　https://philadelphia.
cbslocal.com/2020/11/17/museumgoers-getting-final-
visits-in-before-philadelphia-museums-close-doors-
due-to-covid-19-restrictions/

 左： 写真5. 手作りの結合双生児クッキーの投稿。illbeastburn, “Conjoied Twins #muttermuseum,” 
　　Instagram, November 18, 2018, https://www.instagram.com/p/BqQ-gQ9nf4y/.
右：  写真6. ミュージアム・オンライン・ショップ。クリスマス商戦に合わせたトップページ広告。
　　“Get It by Christmas,” Mütter Museum Store, muttermuseumstore.org
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 左上： 写真7. 「SPIT SPREADS DEATH（唾が死を拡げる）」と書かれたオリジナルマスク。寄付をすると貰える特典にもなっ
ていて、ハッシュタグをつけて自撮りをポストするようにFacebook上で促している。同名の展示がある。“Mütter 
Museum,” Facebook, July 4, 2020, https://www.facebook.com/muttermuseum/photos/a.242761014133/101585
35122539134/

左下： 写真8.世に擬人化されたペストのクッキー型。新しいアイコンの地位を獲得したようだ。“Plague Doctor Cookie 
Cutter”.muttermuseumstore.org

 右： 写真9. インスタグラムのストーリー（短期間のみ表示される機能）で義援金を募る投稿。人の手の標本の写真に「Can 
you give us a hand?（「手」助けしてくれませんか？）」のコピー。本来11月感謝祭時期に実施される反消費主義的寄付
イベントGiving Tuesdayにひっかけてコロナ期に実施。üにウムラウトがついているのもドイツ語由来のMütterの表
記をアイコン化したもの。

地化の後、医学芸術展がカレンダー事業を生み、経営改革を経てそれはアイコン及び

グッズ開発へと発展した。近年はネットでの広報活動との相乗効果で、医学「芸術」

は「娯楽」として、より大衆的に楽しまれている。そして、コロナ期にムターは新た

な局面を迎えている。

ミュージアム・ミスコミュニケーション

一方で、改革による経営成功と大衆化は副産物も生んでいた。公式の広報上の売り

にもなった「医学的異形」「恐怖の館」等の評価が通り名となり、*29人体を見世物即ち好

*29 Detweiler, ibid.
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写真10. コロナ期の来館者指針。ピクトグラムに骸骨や大腸がデザインされている。”Mütter Museum Policies” から抜粋。
http://muttermuseum.org/static/media/uploads/muttermuseum_reopening_protocol.pdf

奇の対象として商用利用しているとの批判が生じたのである。*30それに対して学芸員

らは、これは意図しないものであるという態度を貫いてきた。「医学」あるいは「芸術

文化」の教育普及のために娯楽性を高めたのであって、ミュージアムの意図と来館者

の受容の間には「誤解＝ミスコミュニケーション」が生じているというのである。*31

本稿で詳述する余裕はないが、*32経営と広報を重点化した結果、アメリカ文化史・科

学教育・芸術としての意義を以てその正当性を説明する、同館関係者の語りの「型」

が生まれたのである。関係者にとっては「誤解」であるものの、これらは批判をかわ

す論理として機能する。そして現在に至るまで、ほぼ同じ論調を保っている。*33批判

的な疑念を誰かが投げかけたとしても、これらの意義の主張一点でその場での正当化

は成立するのである。反対の声が大きくならないよう努めれば、事業は続けられよ

う。

批判の具体例に、骨考古学者ジェス・ベックによる、ムター館長ロバート・ヒッ

クスの講演参加記を取り上げよう。*34ベックは講演の医学的価値を強調した上で、次

のように疑問を投げかる。ヒックスは、国際ミイラ化学会という医学的権威によって

ソープレディが極めて希少な検体で高い医学的価値を有すと評価されたと誇らしげに

語り、石鹸に象られたグッズを聴衆への土産物に持参した。その一方で、ソープレ

ディの女性は医学のために遺体を提供したわけでも、展示の同意書を書いたわけでも

なく、更には発掘された1875年当時、現代の道徳上の社会通念から見れば極めて問
題のある形で検体が寄贈されている。記録から推測するに恐らく当時ジョゼフ・レイ

ディ博士が墓を盗掘したのである。ヒックスは遠慮なくそのことを認め、寧ろ、世間

*30 Jess Beck, “Bring Out Your Dead: Navigating the Eth-
ics of Displaying Human Remains in Museums,” Bone 
Break, https://bonebroke.org/2013/12/01/bring-out-
your-dead-navigating-the-ethics-of-displaying-bo-
dies-in-museums/.

*31 Judith Stone, “The Mutter of All Museums,” Discov-
er, January 1992, 14. 

*32 以下の拙論も参照。Masaki Komori, ‘Dead Bodies on 

Display: Museum Ethics in the History of the Mutter 
Museum,’ The Journal of American and Canadian Stud-
ies, Sophia University Institute of American and Cana-
dian Studies, 35, 2018, 49-74.

*33 Mütter Museum, “Mütter Museum Announces $2M 
Endowment,” August 23 2018, http://muttermuseum.
org/news/2m-chair-endowment/.

*34 Beck, ibid.
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から激しく批判されてきたボディ・ワールズ展（人体の不思議展）の科学的な誤りを

指摘し「彼ら」との違いを殊更強調しているが、ベックは、本質的には一体いかなる

違いがあるのかと道義面から鋭く批判している。

館長の論理とベックの批判の間に見られるのは、先の「誤解」と同種のものである。

ミュージアムの営為に科学的意義があることのみを以てして、宣伝と商品化のために

遺体を無制限に使うことはできないはずである。ソープレディの場合には、「人物の匿

名性」「購入・入手経路」及び「同意書」という多くの点において、非常に危うい事例に

見える。しかしここでもまた、時の経過で責任の所在が曖昧になったり、極めて貴重

な検体として科学的価値が高まったことで、遺体の尊厳は後回しにされている。更に、

無邪気にも見えるヒックス氏の無遠慮な態度は、科学教育・研究という高尚な目的の

遂行という信念と、同時にそうであれば許されるという留保があるためであるように

も見える。来館者数の増加と併せて見れば、ムターは学術研究やミュージアムという

制度に守られる事で、批判を受けるどころか却って支持者を増やしているのである。

ヒルトル博士が寄贈した、病に倒れた108名の頭蓋骨は「コースター」として、身体
が繋がったままその生涯を終えた少女らは「ビールジョッキ」として、世界中のキッ

チンの装飾として新たな生を得た（写真11）。これらは一体どのように「倫理規程」に組み

込むべき事項なのか。少女や骸骨の所有者ら遺族への了承を得たという記録は、商品

開発資料には見られなかった。

医学を展示公開し、芸術として価値づけ、娯楽化する行為は、何もムターにおいて

始まったことではない。だがその一方でムターは次の二つの点で特徴的である。即

ち、コレクションが遺体という極めて慎重に扱うべき「モノ」を含むこと、そして、

全米有数の医学博物館／美術館という正統性が、研究、教育そして芸術の素材として

写真11. 結合双生児ビアジョッキ。撮影筆者2018年11月25日。
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献体を利用する根拠を与えていることである。娯楽性を最大限利用した教育普及は、

次第に、ミュージアム側が望まぬ形で受け取られる事態を生み、同時に倫理的な批判

も生んだ。しかし、正当化の論理があることで、摩擦は飲み込まれ大々的な批判へと

展開することはなく、結果的には対立や対話を避けることとなっている。こうした過

程を経て、ムターでは成文化されないある種の「倫理規範」が生まれ、時代錯誤にも

思える「見世物的な人体の展示」が現代において実現されているのである。

おわりに

アメリカの医学研究の正統たるムター・ミュージアムは、建国二百年祭という国家

事業、及び、観光を主力とする都市の産業構造の転換を背景にして、1970年代に活
動の基軸をアメリカ市民一般に向けた医学の普及へと移行した。学術知の社会化が折

しも「芸術」概念の拡張と出会ったその結果、人体を芸術として愛で、娯楽として消

費する事態を生むという顛末を迎えたのであった。

芸術拡張の倫理について検討するとき、医学芸術（アルスメディカ）は示唆的な事

例である。芸術はともすればその対象を無限に拡張する性格を有しており、現状批判

に基づく拡張を繰り返す近代美術史の「発展」の過程で、芸術は「遺体」や「死」へも

その手を伸ばした。これは、宗教儀礼の道具を「部族芸術」として収集したり、精神

疾患を持つ者の極私的な営為を「アウトサイダーアート」と賛美したり、農村地域共

同体の人間関係に分け入って行うコミュニティデザインを「地域アート」と名づける

行為にも通ずるものである。境界再編を伴う芸術の拡張には、このような力学が伴

う事を留意すべきである。この過程において、ミュージアムは芸術的価値を担保して

「芸術」概念を拡張させるが、その一方で、成文化されない社会の倫理規範を制御す

る装置として機能する事もある。

近・現代美術史を主軸とした美術界とは、近代が確立するなかで視覚性を純化し特

権化した芸術の現場である。モノの芸術化に伴う倫理の欠如は、近代美術が「見世物」

性を表に出さないようにしてきた歴史に由来するのかもしれない。ポストモダニズム

以降の「高級／大衆」文化の境界を脱構築する振る舞いと、後期近代の到来によって

高度で複雑な形を取るようになった文化芸術の商品化が組み合わさる事で、近代美術

は、ようやくその見世物性を露呈したようにも見える。一方医療の歴史をひもとけ

ば、治療行為を娯楽として「眼の愉悦」に供する伝統は前近代にまで遡ることができ

る。ならば、P・T・バーナムに代表される、ミュージアム正史から締め出されたア
メリカのショーマンシップが、芸術史の「水面下」でこれを温存していたと見立てる

ことができまいか。

この「見世物としての芸術」という視座が不十分であるがゆえに、美術館において

は眼差しの暴力を制御する倫理規範の整備が遅れてきたのではないか。アルスメディ

カという美術館発の枠組みで「非美術」を芸術化したムター・ミュージアムの歴史を

レッスンにして、ミュージアム研究という手法で、近代化における眼差しの政治学を

再編していくことはできないだろうか。
（こもり・まさき／武蔵大学、ミュージアム研究）


